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「
林
業
成
長
産
業
化
地
域
」

の
選
定

　
平
成
29
年
４
月
28
日
、
林
野
庁
が
今
年
度

か
ら
実
施
す
る「
林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出

モ
デ
ル
事
業
」の「
林
業
成
長
産
業
化
地
域
」に
、

「
延
岡・日
向
地
域
」が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
森
林
資
源
の
利
活
用
を

通
し
て
、
多
く
の
雇
用
や
経
済
価
値
を
生
み

出
そ
う
と
す
る
地
域
を
「
林
業
成
長
産
業
化

地
域
」
と
し
て
選
定
し
、
そ
の
地
域
が
掲
げ

る
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
、
ソ
フ
ト
面
で

の
対
策
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
ソ
フ
ト
対

策
と
一
体
的
に
行
う
、
木
材
加
工
流
通
施
設

な
ど
の
施
設
整
備
を
優
先
的
に
採
択
す
る
な

ど
、
重
点
的
な
支
援
が
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　
平
成
29
年
１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
林
野

庁
か
ら
公
募
が
あ
っ
た
も
の
で
、
外
部
有

識
者
に
よ
る
委
員
会
で
の
審
査
等
を
踏
ま
え
、

応
募
し
た
全
国
45
地
域
の
中
か
ら
、
宮
崎
県

の
「
延
岡
・
日
向
地
域
」
を
含
む
16
地
域
が

選
定
さ
れ
ま
し
た
（
図
―
１
）。

　
こ
の
中
か
ら
、
伐
採
が
増
加
す
る
な
ど
林

業
・
生
産
活
動
が
国
内
で
最
も
活
発
な
地
域

の
一
つ
で
あ
る
延
岡
市
及
び
日
向
市
の
取
組

を
紹
介
し
ま
す
。

延
岡
市
及
び
日
向
市
の

連
携
に
よ
る
応
募

　
両
市
で
は
、循
環
型
林
業
の
確
立
に
向
け
て
、

再
造
林
の
推
進
や
担
い
手
の
確
保
な
ど
の
課

題
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。宮
崎
県
で
は
、

こ
の
公
募
事
業
を
課
題
を
解
決
の
上
で
ま
た

と
な
い
機
会
と
捉
え
、平
成
28
年
11
月
か
ら
各

市
町
村
へ
の
事
業
説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど

積
極
的
に
情
報
提
供
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。同

年
12
月
に
市
町
村
へ
意
向
調
査
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、延
岡
市
と
日
向
市
が
応
募
の
意
向
を

示
し
た
こ
と
か
ら
調
整
を
行
い
、両
市
の
連
携

に
よ
っ
て
相
互
の
特
色
を
活
か
し
た
構
想
が

ま
と
め
ら
れ
、応
募
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

項　目 現　況 H33 年度
素材生産量 177,101m3 200,000m3

再造林面積 276ha
（再造林率 78％）

370ha
（再造林率 88％）

林業従事者
増加数 ―　人 150 人

表―１　地域の林業の目標

※素材生産量の現況は H27 年の数値。
※再造林面積の現況は H25 ～ 27 年度の平均数値。

「
延
岡
・
日
向
地
域
」
の

目
指
す
目
標

　
地
域
の
主
な
特
色
と
し
て
は
、
延
岡
市
は

九
州
で
２
番
目
に
森
林
面
積
が
広
く
、
豊
富

な
森
林
資
源
を
有
す
る
と
と
も
に
、
日
向
市

は
中
国
木
材
株
式
会
社
日
向
工
場
や
耳
川
林

業
地
域
木
材
加
工
団
地
な
ど
数
多
く
の
製
材

工
場
が
立
地
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら

図―１　林業成長産業化地域 位置図
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写真－１　延岡・日向資源循環型林業推進協議会

れ
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
本
地
域
に
お
け
る
喫
緊
の

課
題
は
原
木
需
要
の
高
ま
り
を
受
け
て
増
加

す
る
素
材
生
産
量
に
対
応
し
た
再
造
林
対
策

及
び
そ
の
担
い
手
の
確
保
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

構
想
の
最
終
年
度
（
平
成
33
年
度
）
の
達
成

目
標
を
以
下
の
と
お
り
定
め
て
、
様
々
な
対

策
を
講
じ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
（
表
―
１
）。

取
組
内
容

　
表
―
１
に
示
し
た
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、

両
市
で
は
行
政
、
森
林
組
合
、
素
材
生
産
事

業
体
、
製
材
業
者
等
か
ら
な
る
「
資
源
循
環

型
林
業
推
進
協
議
会
」（
以
下
「
協
議
会
」）

を
設
立
し
、
参
画
者
の
合
意
形
成
を
図
り
な

が
ら
、
①
再
造
林
の
推
進
、
②
担
い
手
の
確

保
対
策
、
③
森
林
資
源
の
高
付
加
価
値
化
の

推
進
、
④
普
及
啓
発
の
推
進
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
（
図
―
２
）。

　

ま
た
、
再
造
林
の
推
進
で
は
「
伐
っ
て
、

使
っ
て
、
す
ぐ
植
え
る
」
を
実
現
す
る
た
め
、

「
伐
採
造
林
一
貫
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策

定
し
、
伐
採
者
と
造
林
者
と
の
連
携
強
化
を

図
る
な
ど
、
伐
採
後
の
適
確
で
速
や
か
な
再

造
林
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
森
林
所
有
者

の
経
済
的
な
負
担
軽
減
な
ど
を
図
る
「
再
造

林
バ
ン
ク
（
仮
称
）」
の
設
置
に
つ
い
て
検

討
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
担
い
手
の
確
保
対
策
で
は
、
再

造
林
な
ど
、
一
時
的
に
多
く
の
労
働
力
を

必
要
と
す
る
施
業
を
担
う
人
材
を
確
保
す
る
、

「
人
材
バ
ン
ク
」
の
構
築
に
向
け
て
の
取
組

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

協
議
会
の
始
動
!!

　
平
成
29
年
７
月
13
日
に
日
向
市
、
19
日
に

は
延
岡
市
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
第
１
回
目

と
な
る
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
同
年
８
月
１

日
に
は
両
市
合
同
の
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
（
写
真
―
１
）。

　
ま
た
、
延
岡
市
の
協
議
会
で
は
、
担
い
手

確
保
対
策
と
し
て
、
地
域
の
森
林
を
地
域
で

守
る
「
集
落
林
業
」
を
推
進
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
同
年
12
月
24
日
に
福
岡
県
八
女
市

に
お
い
て
作
業
路
開
設
の
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
（
写
真
―
２
）。

　
研
修
会
で
は
、
橋
本
林
業（
徳
島
県
）の
橋

本
光
治
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
急
傾
斜
で
の
丈

夫
で
崩
れ
な
い
作
業
路
作
り
と
安
全
な
ル
ー

ト
の
選
定
方
法
」
と
題
し
て
、
実
際
に
山
林

を
歩
い
て
の
線
形
決
定
や
重
機
に
よ
る
強
固

な
路
体
構
築
な
ど
を
学
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

　
県
と
し
て
は
、
両
市
の
林
業
成
長
産
業
化

に
向
け
た
取
組
を
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し
、

そ
の
成
果
を
県
内
各
地
域
に
波
及
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
宮
崎
県
山
村
・
木
材
振
興
課　
み
や
ざ
き

ス
ギ
活
用
推
進
室　
木
材
産
業
振
興
担
当
）写真－２　作業路開設研修会

図―２　「延岡・日向地域」地域構想概略図
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